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臨
時
市
議
会
は
日
月

9
日
に
開
催
さ

れ
、
会
期
を
一
日
と
定
め
一
般
会
計
補

正
予
算
外

6
議
案
が
上
程
さ
れ
、
清
河

市
長
め
提
案
理
由
の
説
明
の
あ
と
、
次

の
議
案
が
議
決
お
よ
び
継
続
審
議
と
な

り
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
昭
和
的
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

マ
経
団
漁
港
修
築
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て

継

続

審

議

に

な

っ

た

議

案

一

人

命

救

助

マ
昭
和
嶋
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
一
田
中
要
次
郎
東
町
"7

|
日

算

認

定

に

つ

い

て

一

昭

和

的

年

7
月
お
日
の
人
命
救
助
行

マ
昭
和
必
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
一
為
は
市
民
の
模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で

歳

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

一

あ

っ

た

マ
昭
和
必
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
一
地
方
自
治
功
労

計

歳

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

一

朝

野

要

吉

東

町

9

1
訂

マ
昭
和
必
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
一
多
年
に
わ
た
り
港
町
区
区
長
と
し
て

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
一
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

て

。

山
上
に
尽
く
さ
れ
た

マ
昭
和
必
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
一
教
育
功
労

計

歳

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

一

金

川

四

郎

本

町

一

丁

目

2
l
m

tu

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
社
会
教
育
委

机
員
と
し
て
本
市
社
会
教
育
の
振
興
に

'

相

尽

く

さ

れ

た

日

パ

谷

井

三

郎

新

宿

2
!日

持
昭
和
凶
年
か
ら
市
立
大
町
小
学
校
学

彰
校
歯
科
医
と
し
て
保
健
教
育
の
振
興

味

に

尽

く

さ

れ

た

hu

藤

井

秀

信

新

宿

3
1
3

一
一
多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
立
図
書
館
協

崎

議

会

委

員
と
し
て
本
市
社
会
教
育
の

恥

振

興

に

尽

く

さ

れ

た

民

山

田

一

義

北

中

ω

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

.
尽
く
さ
れ
た

文

化

功

労

魚
津
若
り
込
蝶
六
保
存
会

せ
り
込
蝶
六
を
永
年
伝
承
さ
れ
す
ぐ

れ
た
演
技
と
音
調
の
よ
さ
で
本
市
の

代
表
民
俗
芸
能
を
保
存
し
広
く
普
及

に
努
め
ら
れ
た

統
計
功
労

後
藤
政
次
郎

経
団
西
町

3
1
5

多
年
に
わ
た
り
国
県
の
各
種
統
計
調
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ま彩れー がにえ会
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。れそー れく市室
たの人 のさ表で

査
員
と
し
て
迅
速
確
実
か
つ
旺
盛
な

責
任
感
を
も
っ
て
精
励
し
統
計
の
普

及
と
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

産

業

経

済

功

労

尾

崎

周

吉

大

光

寺

3
3
0
1
1

多
年
に
わ
た
り
新
川
か
ま
ぼ
こ
製
造

業
協
同
組
合
の
要
職
に
あ
っ
て
品
質

の
改
良
技
術
の
研
究
に
努
力
さ
れ
本

市
水
産
加
工
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た小
林
小
左
衛
門

島
尻

1
5
5
5

多
年
に
わ
た
り
本
市
の
土
地
改
良
団

体
の
要
職
に
あ
っ
て
土
地
改
良
事
業

の
促
進
を
は
か
り
農
業
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た

後

藤

長

太

経

田

中

町

ロ

l
幻

多
年
に
わ
た
り
沿
岸
漁
業
の
発
展
に

努
め
ら
れ
本
市
水
産
業
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た

辻

清

本

町

二
丁
目

7
1
5

魚
津
機
械
セ
ン
タ
ー
工
場
団
地
協
同

組
合
理
事
長
。の
要
職
に
あ
っ
て
工
場

団
地
の
造
成
企
業
の
育
成
に
貢
献
し

本
市
鉄
工
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

寺

崎

長

吉

大

字
石
垣
村
ロ

昭
和
同
年
か
ら
石
垣
平
開
拓
農
業
協

同
組
合
長
の
職
に
あ
っ
て
入
植
者
の

経
営
基
盤
の
確
立
と
生
活
環
境
の
改

善
に
努
力
さ
れ
た

西

浦

善

雄

諏

訪
町
8

|
日

多
年
に
わ
た
り
魚
津
発
動
機
船
組
合

長
の
要
職
に
あ
っ
て
漁
船
漁
業
の
発

展
に
努
め
ら
れ
本
市
の
水
産
業
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た

西

川

長

一

本
町
二
丁
目

9
1
7

室
内
装
飾
品
木
製
五
重
塔
を
創
意
考

案
し
観
光
み
や
げ
品
と
し
て
本
市
漆

器
産
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た

魚
津
市

4
H
ク
ラ
ブ

昭
和
お
年
結
成
以
来

4
H
活
動
を
通

じ
て
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
寄
与

さ
れ
た

災
害
防
護
功
労

伊

藤

甚

一

島
尻

1
4
3
0
の
1

片
貝
地
区
に
お
け
る
山
岳
遭
難
事
故

に
卒
先
し
て
救
助
に
あ
た
り
本
市
の

防
災
に
寄
与
さ
れ
た

厚

生

事

業

功

労

本

田

と

み

上

村

木

6
4
8

永
年
に
わ
た
り
母
子
家
庭
の
相
談
指

導
と
母
子
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

た本

一

冗

孝

一

緑

町

3
1
6

重
度
の
身
体
障
害
に
か
か
わ
ら
ず
魚

津
市
身
体
障
害
者
協
会
の
要
職
に
あ

り
協
会
の
発
展
育
成
に
貢
献
さ
れ
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た

交
通
安
全
功
労

長

沼

昭

雄

友

道

1
7
2
1

多
年
に
わ
た
り
児
童
の
交
通
安
全
教

育
と
街
頭
指
導
を
行
い
交
通
安
全
思

想
の
普
及
高
揚
に
尽
く
さ
れ
た

市
政
功
労

石
川
庄
之
助
本
町
二
丁
目

5
1
8

中

尾

政

一

長
引
野

6

3
6

宮

島

竹

ニ

友

道

6
4
7
の

1

吉

井

正

男

小

川

寺

2
9
0
9

昭
和
ぬ
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
さ
れ
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
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国
保
ζ

医
療
費

。
ふ
え
つ
づ
け
る
医
療
費

医
療
費
は
放
っ
て
お
い
て
も
、
毎
年

一
O
%
前
後
ふ
え
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ

る
自
然
増
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
本
年
は
二
度
に
わ
た

っ
て
医
療
費
の
改
訂
が
あ
り
、
年
初
か

ら
通
算
す
る
と
三
六
・
三
%
の
値
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
伸
び
具
合
を

次
の
表
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
国
保
の
台
所
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わ
た
し
た
ち
が
保
険
に
よ
る
診
察
を

受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
診
療
を
受
け

た
人
が
三
割
、
国
が
四
割
、
残
り
の
三

割
を
保
険
税
で
負
担
し
ま
す
。

か
り
に
医
療
費
が
、
一
万
円
か
か
っ
た

と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
診
療
を
受
け

た
本
人
が
三
千
円
を
直
接
お
医
者
さ
ん

に
支
払
い
、
残
り
七
千
円
を
後
で
市
が

支
払
い
ま
す
。
こ
の
市
が
支
払
う
七
千

円
は
、
国
が
四
千
円
を
負
担
し
ま
す
が

残
り
三
千
円
は
皆
様
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
、
保
険
税
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
、

ふ
え

る
ほ
ど
保
険
税
も
ふ
え
る
建
前
に
な

っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
費
が
ふ
え
た
か
ら
と

い
っ
て
保
険
税
を
す
ぐ
値
上
げ
す
れ
ば

よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
は
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
事
業

を
運
営
し
、
し
か
も
常
に
そ
の
健
全
さ

を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
ご
ろ
か
ら
医
療
費

の
増
加
に
対
し
、
税
が
伸
び
悩
み
医
療

費
叩
に
対
す
る
税

3
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

五
百
万
円
で
あ
っ
た
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
を
二
千
四
百
万
円
余
に
増
額
し

て
、
よ
う
や
く
四
十
八
年
度
の
国
保
会

計
を
や
り
く
り
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

本
年
度
も
医
療
費
の
増
嵩
が
当
然
予
想

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
税

率
を
据
置
き
し
た
と
こ
ろ
保
険
税
の

一

「
今
月
の
納
税
」
固
定
資
産
税
第
3
期
分

人
当
り
負
担
額
が
県
下
九
市
の
最
低
と

な
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、
医
療
費
も
二

回
に
わ
た

っ
て
予
想
を
上
回
る
大
幅
の

値
上
げ
と
な
り
財
政
状
況
は
極
度
に
ひ

っ

迫
し
大
き
な
赤
字
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、

国
保
会
計
の
健
全
化
を
図

る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
の
施
策
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
、
ま
ず
最
初
に
医
療
費
を
少
し

で
も
節
約
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

。
医
療
費
に
関
心
を

医
療
費
と
い
う
も
の
は
、
節
約
し
よ

う
に
も
節
約
で
き
な
い
も
の
、
病
気
に

な
れ
ば
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
だ
け

個
人
的
に
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
も
の

と
う
け
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
た
が

っ
て

「医
療
費
に
関
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
」
と
い

っ
て
も
、
も
う

一
つ

ピ
ン
と
こ
な
い
と
い
う
の
が
実
感
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
違
い
ま
す
。

患
者
は
三
割
を
負
担
す
る
だ
け
で
よ
・い

ま
た
、

老
人
は
無
料
で
あ
る
と
い
う
気

安
き
の
た
め
に
、
な
ん
で
も
な
い
よ
う

な
こ
と
、
た
と
え
ば
疲
れ
た
か
ら
と
か
、

ち
ょ
っ
と
ク
シ
ャ
ミ
が
出
た
か
ら
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る

4
7な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
反
対
に
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
い

長
期
の
療
養
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ま
で
放
置
し
て
い
た
り
し
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
医
療
費
の
増
嵩

に
通
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ち
ょ

っ
と

の
注
意
で
時
間
外
往
診
を
避
け
る
だ
け

円

で
も
二
千
円
近
い
医
療
費
の
節
約
に
な

一
の
立
場
か
ら
財
産
の
差
押
え
や
、
公
売

る
わ
け
で
す
。
病
気
は
早
く
発
見
し
て

…
を
行
う
な
ど
滞
納
整
理
を
す
、
め
る
こ

早
く
治
す
と
い
う
の
が
正
し
い
態
度
で

一
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

す
。
本
当
に
か
ら
だ
の
調
子
が
悪
い
と

一
な
お
特
別
の
事
情
が
あ
る
人
に
つ
い
て

き
は
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
け
れ

一
は
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
日
頃
か
ら
規

一
す
の
で
、
是
非
税
務
課
ま
で
お
い
で
く

則
正
し
い
生
活
を
し
、
ま
た
少
々
の
こ

一
だ
さ
い
。

と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
よ
う
な
、
か
ら

だ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
グ

ー
ロ
月
は
滞
納
整
理
月
間
l

ω年
度
の
市
民
税
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
第
三

期
分
の
納
期
は
年
内
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。

年
の
瀬
も
せ
ま
り
何
か
と
お
多
忙
の
事

と
存
じ
ま
す
が
、
納
め
て
あ
る
か
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
未
納
の
場
合
は
納
期

内
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

税
金
は
街
を
美
し
く
住
み
よ
く
皆
さ
ん

の
生
活
が
ゆ
た
か
に
な
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費
と
い
え
ま

す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
今
年
の
税
金
だ

け
で
は
な
く
古
い
税
金
も
滞
納
し
て
い

る
人
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
で
は
悪

質
と
認
め
ら
れ
る
人
に
つ
い
て
は
事
情

を
調
査
し
て
税
の
確
保
と
公
平
の
原
則

納
期
限
は
い
ぱ
月
お
日
で
す
。

- 3ー

乗
る
前
に
は

ま
ず
充
分

な
点
検
を

.・・・・ね

魚
津
市
告
示
9
月

n日
i
n
月

n日

O
臨
時
運
行
番
号
標
の
紛
失
に
つ
い
て

O
抑
留
犬
の
引
取
に
つ
い
て

O
魚
津
市
議
会
臨
時
会
の
招
集
に
つ
い

て
O
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い

て
O
予
算
の
公
表
に
つ
い
て

O
魚
津
市
老
人
福
祉
電
話
設
置
運
営
要

綱
に
つ
い
て

O
魚
津
市
老
人
福
祉
電
話
貸
与
要
綱
に

つ
い
て



告

示

第

日

号

魚
津
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和

ω

年
4
月
1
日
か
ら
昭
和

ω年
9
月
初
日

ま
で
の
期
聞
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

昭
和
的
年
ロ
月
1
日

魚
津
市
長
清
河
七
良

魚
津
市
の
財
政
状
況

一
、
昭
和
的
年
度
一
般
会
計
予
算
執
行

状
況

二
、
昭
和

ω年
度
特
別
会
計
予
算
執
行

状
況

こ
の
た
び
、
昭
和

ω年
度
上
半
期

(

ω年
4
月
1
日
j

刊
年

9
月
初
日

)
の

市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
の
収
入
、
支
出
の
状
況
な
ど
、

財
政
状
態
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る

か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知

っ
て
い
た

だ
く
た
め
、

6
月
と
ロ
月
の

二
回
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

総
需
要
抑
制
策
の
も
と
、
市
民
の
福

祉
増
進
を
図
る
目
標
に
編
成
さ
れ
た

一

般
会
計
は
当
初
予
算
が
三
十

一
億
七
千

広報うおづ

第3純郵便物認可

49.12.1 

前年比14.2%増35万円

企写真は、不用品の交換会を聞き生活を守る
紺屋町区貯蓄実践地区の、婦人会の皆さん

八
百
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て

一
二
、

二

%
の
伸
び
率
で
し
た
。
そ
の
後
の
補

正
に
よ
る
歳
入
歳
出
額
は
次
表
の
と
お

り
と
な
り
総
額
三
十
五
億
三
百
三
十
五

万
円
で
こ
れ
は
昨
年
同
期
と
比
較
し
て

一
四、

二

%
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
的
年
度
上
半
期
の
歳
入
の
補
正

の
お
も
な
も
の
は
市
税
の
七
千
四
百
万

円
国
県
支
出
金

一
億
千
三
百
十
三
万
円

繰
越
金
三
千
五
百
十
四
万
円
、
諸
収
入

三
千
二
百
六
十
万
円
、
財
産
収
入
二
千

六
百
十
三
万
円
、
市
償
三
千
五
百
九
十

万
円
な
ど
で
す
。
歳
出
の
お
も
な
も
.の

9月末における収支状況

口I% 
子収収
入入

宜支
出出
演割
組合

JJ. 

制

は
都
市
改
造
、

学
校
建
設
、
道
路
整
備

等
の
建
設
事
業
費
二
億
三
千
百
九
十
九

万
円
保
育
所
運
営
費
、
都
市
再
開
発
調

査
費
等
物
件
費
の
四
千
四
百
八
十
万
円

老
人
施
設
入
所
措
置
費
、
精
神
薄
弱
者

施
設
収
容
措
置
費、

重
度
心
身
障
害
者

医
療
等
の
扶
助
費
千
六
十
六
万
円
農
林

施
設
災
害
復
旧
費
千
百
六
十
八
万
円
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
九
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

市民の市税負担状況
( (.掠，!U:に対する1

人口 48，302人

l吐指数 12，107世f持
(1I!1利49{1'.9IJ 30 11到な)

鈎

市有財産の状況

土 土也 建 物
368，101 m2 111，839m2 

差妻 通院
有価証券千その他 基 金
32，678 円 158，041千円

震璽 委参
-4-
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歳入歳出総額，35億3百
歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

万円 万円 % 

民 生 費 7fff.5，177 3mo ，585 40，7 

教 育 費 6 1.~ 0 ， 225 31.&:2，857 54.6 

土 木 費 51芭9，027 11窓6，427 27.8 

総 務 費 41f.6，122 21.&:3，999 52.0 

農林水産業費 4 Iff. 5 ，691 6，491 14.2 

公 {責 費 11ff.6，438 7，200 43.8 

f荷 生 費 11.&'2，876 5，129 39.8 

1背 |功 費 8，574 4，521 52.7 

労 1動 賀 7，498 3，437 45.8 

商 工 費 7，192 4，580 63.7 

議 ぷzzL 費 5，110 2，447 47.9 
ZdFZt 《 害 復 |臼 費 2，918 222 7.6 

諸 支 出 金 488 34 7.0 

予 イ庸 費 3，000 
メ口入 言十 351.&:0，336 131E7，929 39.4 

昭和49年度一般会計収支状況(9月末現在)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

万円 万肉 % 

市 税 101!6，400 51草9，514 55.9 

国庫 支 出 金 71E5，646 1Iff.9，869 26.3 

地方 ヲ界句、 付税 6 Iff. 7 ，500 6UW，304 89.3 

県 支 出 金 21窓3，847 • 2，801 11.7 
分担金および負担金 11ff.9，785 4，024 20.3 

市 {貴 1 m5 ，820 

繰 越 金 9，015 9，015 100.0 

Rオ 産 収 入 8，814 3，314 37.6 

諸- 4又 入 8，349 2，917 34.9 

使用料および手数料 7，059 3，022 42.8 

自動車取得税交付金 '3，000 1，469 49.0 

地方 譲 与 手足 1，700 510 30.0 

寄 附 金 1，631 1，165 71.4 

娯楽施設利用税交付金 1，300 399 30.7 

交通安全対策特別交付金 470 
メE入3 言十 351ff.0，336 161.&'8，323 48.0 

歳入

』
司
石
垣
地
内
の
舗
装
工
事
現
場

特別会計収支状況

lz』z 5十 思IJ 予算額
執行状況

収入消古買収入割合支出済額支出割合

1，万80円2 
万円 % 万円 % 

下水道事業会計 232 12.9 203 11.3 
簡易水道事業会計 1，442 910 63.1 640 44.4 

農国民基E業作健畜共康物共済保共険事済済事業勘勘業会会定定計計) ) 

61ff.5，404 21ff.3，417 35.8 2億4，251 37.1 
1 I窓3，462 9，804 72.8 1，369 10.2 
7，522 6，758 89.8 
1，160 553 47.7 243 20.9 
176 8 4.5 13 7.4 

務勘定) 4，604 2，485 54.0 1，113 24.2 

現 在高

区 分 現在高 構成比 区 分 現在高 構成比

万円 % 万円 % 

教 育 イ責 31窓6，556 29.8 公営住宅償 2，535 2.1 

土 木 イ貴 31.l!'1，740 25.8 減税補てん債 1， 118 0.9 
特別事業債 11E2，947 10.5 農林災害復旧債 1，043 0.8 
庁舎建設償 l億0，666 8.7 

1肖 防 {責 929 0.8 
土木災害復旧債 7，308 5.9 

転 貸 {責 0.6 
農林水産業債 5，503 4.5 

770 

火災復旧債 5，315 4.3 辺地対策償 85 0.1 

県貸付金 3，179 2.6 転 f北目 {責 28 

縁 故 債 3，150 2.6 メ口入 計 12億2，872 100.0 

-5-

25，438円
なし

の

市民1人当り負担額
一時借入金現在高

市 債

企建築中の総合体育館
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水道事業会計の業務

-49年度上半期を公表-

刊
年
度
上
半
期
の
業
務
状
況
の
あ
ら

ま
し
!

的
年
度
の
水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
、

9
月
末
現
在
の
収
支
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

収
益
で
は
、
水
道
使
用
料
な
ど
五
千

三
百
六
万
五
千
円
、
費
用
は
配
給
水
費

人
件
費
、
利
息
な
ど
を
合
わ
せ
て
四
千

五
百
四
十
五
万
九
千
円
と
な
り
、
差
し

引
き
七
百
六
十
万
六
千
円
の
純
利
益
が

生
じ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
予
算
額
に
対
す
る
執
行
額
の
割

合
は
収
益
で
臼
%
、
費
用
で
日
%
と
な

っ
て

い
ま
す
。

〈
建
設
改
良
工
事
〉

今
年
度
は
、
石
垣
配
水
池
一
法
、
横

枕
1
石
垣
間
送
水
管
の
布
設
を
は
じ
め

配
水
管
の
布
設
日
路
線
あ
わ
せ
て
四
千

三
百
九
十
五
万
円
の
建
設
改
良
工
事
が

計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

9
月
末
ま
で

に
次
の
と
お
り
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

円
。
市
道
東
山
線
配
水
管
布
設
工
事
(
ハ

工
事
費
八
百
五
十
万
円
、
延
長
三
百
ケ

三
十
三
灯

)

…

。
夜
の
冷
え
こ
み
に
ご
注
意
を

…

ま
も
な
く
本
格
的
な
冬
が
訪
づ
れ
ま

〈
業
務
状
況
〉

一一
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
水
道
管
も

上
半
期
の
総
配
水
量
は
百
五
十
五
万

忘
れ
ず
じ
冬
の
し
た
く
を
し
て
く
だ
さ
い
。

立
方
灯
、
総
給
水
量
は
百
九
万
立
方
灯

気
温
が
マ
イ
ナ
ス

4
℃
以
下
に
な
り

で
、
有
収
率
は
七

0
・
三
%
と
な
っ
て

ま
す
と
、
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、
水

い
ま
す
。

道
管
が
破
れ
つ
し
ま
す
。

ま
た
、
9
月
末
ま
で
に
実
施
し
た
新

O

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

設
給
水
工
事
は
百
八
十
二
件
で
、

こ

れ

い

る

と

こ

ろ

に
よ
り
給
水
入
口
は
、
二
万
九
千
八
百

O

水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

二
十
一

人、

給
水
戸
数
六
千
五
百
七
戸

O

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

と
な
り
ま
し
た
。

る
水
道
管

な
ど
は
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

水
道
管
や
じ
ゃ
口
の
部
分
に
保
温
材

を
と
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
保
温

材
に
は
、
手
近
か
な
も
の
と
し
て
は
布
、

ナ
ワ
、
フ
ェ
ル
ト
、
コ
モ
な
ど
で
管
を

ま
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い

て
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ル
品
よ
J
o

。
水
道
管
が
破
れ
つ
し
た
と
き
は

ま
ず
、
止
水
せ
ん
を
し
め
て
水
を
止

め
、
破
れ
つ
し
た
部
分
に
布
か
テ

l
プ

を
し

っ
か
り
ま
き
つ
け
て
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
水
道
局
か
指
定
水
道
工
事

屈
に
修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と
か
し

ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
じ
ゃ
口
が
破
れ
つ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

市
道
印
田
、
六
郎
丸
線
配
水
管
布

設
工
事
(
工
事
費
九
十
三
万
八
千
円

延
長
百
六
十
日
)

Z
市
道
北
鬼
江
2
号
線
配
水
管
布
設

工
事

(
工
事
費
四
十
二
万
五
千
円
、

延
長
百
二
十
じ
)

3

市

道

大

光
寺
2
号
線
配
水
管
布
設

工
事

(
工
事
費
四
十
三
万
円
、
延
長

百
二
十
二
日
)

4

市
道
友
道
2
号
線
配
水
管
布
設
工

事
(
工
事
費
百
五
十
万
円
、
延
長
三
、
〈
〈

i
i
i

百
七
十
二
れ
)

E

市
道
慶
野
、
川
原
線
配
水
管
布
設

工
事
(
工
事
費
百
四
十
万
円
、
延
長

五
百
五
十
幻
)

49年度水道事業損益収支 (単位千円)

科 目
9月まで‘

予算額
予算に対

の累計 する割合

料金収益 38，233 65，690 58.2% 

受託工事収益 8，042 15，508 51. 9 

その他収益 6，800 8，725 77.9 

収益 合計 53，065 89，923 59.0 

原水及浄水質 2，605 6，397 40.7 

配水及給水質 6，551 11，568 56.6 

受託工事費 5，022 15，461 32.5 

総 係 費 15，402 29，836 51.6 

減価償却l費 6，492 12，979 50.0 

支払 利 d自じρ 5，481 11，216 48.9 

その他費用 3，906 1，010 386.7 

費用合計 45，459 88，467 51.4 

(う ち職員給与額) (13，874) (27，009) ( 51.4) 

差 号| 7，606 1，456 ~ 

@
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な
い
と
き

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
毎
月
定
め
ら

れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
積
雪
量
が
多
く
な
り
ま
す
と
、
検

針
が
で
き
な
く
な
り
ま
宇
。

こ
ん
な
と
き
は
、
そ
の
月
の
水
道
料

金
は
、
前
の
月
と
同
じ
金
額
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
、
後
日
メ
ー
タ
ー
の
検
針

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
ま
で
の
分
を
合
は
せ
て
精
算
し
、
正

し
い
料
金
に
改
め
ま
す
。

@
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
除
雪
を

水
道
ご
利
用
の
皆
さ
ん
も
、
で
き
る

だ
け
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
雪
は
取
除
い
て

検
針
し
や
す
い
よ
う
に
ご
協
力
願
い
ま

す
。
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将
お
持
母
お
待

m
a
a得
総
詑
旬
結
お
符
お

a
a
m得
得
倍
お
符
お
旬
結
お
待

a
a結
a
m
m待
待

m
a
mお
お
得
倍
待
お
得
得
得
お
結
詰
得
得

制

白
銀
の
世
界
も
豪
雪
と
も
な
れ
ば
大
国
県
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
こ
ろ
を
選
び

関
内

側

変
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
市
で
は
係
機
関
に
お
い
て
除
雪
を
行
な
い
ま
す
。

竿
・
ポ

l
ル
等
の
先
に
赤
い
布
切
な
ど

側
一

閃

雪
害
防
止
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
が
、

雪
お
ろ
し

の
目
じ
る
し
を
付
け
て
す
ぐ
わ
か
る
よ

嶋
一
色

~

山内

つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協

積
雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

潟
内

定

i

a
F

a
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
よ
う
、

早
め
に
建
物
の
雪
お
ろ
し
を

関
マ
加
入
も
れ
の
万
は
あ

削

道

路

の

除

雪

・

し
ま
し
ょ
う
。
近
所
に
老
人
や
子
ど
も

制

冬

期

聞

の

道

路

交

通

を

確

保

す

る

た

だ

け

の

世

帯

が

あ

る

と

こ

ろ

で

は

、

地

り

ま

せ

ん

か

|

側

め
、
除
雪
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
市
内
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

問

主
要
道
路
、
特
に
パ
ス
路
線
を
優
先
に
ま
す
。
路
上
へ
の
雪
お
ろ
し
は
、
消
防

峨

行
な
い
そ
の
後
、
計
画
に
基
づ
き
除
雪

車
や
救
急
車
が
通
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ

併

を
し
ま
す
。
除
雪
は
市
、
民
聞
の
除
雪

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

制

機
械
の
協
力
で
午
前
2
時

ご

ろ

か

ら

は

高

圧

電
線
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

側

じ
め
始
発
パ
ス
の
運
行
に
支
障
の
な
い

雪
お
ろ
し
に
は
特
に
感
電
し
な
い
よ
う

総

ょ
う
実
施
し
ま
す
。
市
道
で
あ

っ
て

道

注

意
し
ま
し
ょ
う
。

制

幅
が
せ
ま
い
た
め
、
除
雪
機

械

の

入

ら

雪

捨
て

い
峨

な
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
区
の

雪
の
捨
て
場
は
、
角
川
、
神
明
川
、

J

制

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪
を

お

魚

津
港
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
側

願
い
し
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用

結

後
マ
ン
ホ
ー
ル
め
ふ
た
は
、
必
ず
し
め

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
道
路
上
へ
ま
き
散
ら
す
と
交
通

事
故
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら

絶
対
止
め
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
の
禁
止

除
雪
作
業
は
、
機
械
力
に
よ
り
行
な

い
ま
す
。
除
雪
作
業
は
深
夜
か
ら
実
施

し
ま
す
の
で
自
動
車
が
路
上
に
駐
車
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
と
、
道
路
幅

が
広
い
と
こ
ろ
で
も
利
用
幅
員
を
除
雪

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
道
路

幅
が
4
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道
路
に
つ
い

て
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。
自
動
車
は
必

ず
車
庫
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、
故
障
な
ど
の
た
め
、
や
む
な
く

路
上
に
駐
車
す
る
場
合
は
、
除
雪
作
業

広報うおづ
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ー雪害を克服しょうー
-. 

年
末
年
始
の

防
犯
運
動

ー
ロ
月
1
日
1
1
月
日
日
|

ロ
月
は
犯
罪
多
発
の
時
期
で
す
。
犯

罪
の
つ
け
入
る
ス
キ
を
与
え
ず
家
庭
で

つ
ぎ
の
事
に
十
分
注
意
し
て
平
和
な
歳

末
を
お
く
り
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
各
町
内
ご
と
に
年
末
警
戒
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

O
空
巣
忍
び
込
み
等
ド
ロ
ボ

l
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
現
金
の
持
ち
運
び
に
十
分
注
意
し
ま

ーし
ト
?
っ
。

O

休
み
期
間
中
の
少
年
を
非
行
か
ら
守

り
ま
し
ょ
、
っ
。

〔
運
動
の
重
点
〕

L
年
末
年
始
の
犯
罪
防
止
活
動
の
強
化

Z
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止

a暴
力
団
犯
罪
の
取
締
り
強
化

4
少
年
非
行
防
止
の
強
化

E
風
俗
環
境
の
浄
化
推
進

以
上
を
重
点
と
し
て
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
の
で
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金

家
庭
の
奥
様
方
国
民
年
金
に
お
入
り

で
し
ょ
う
か
。
「
主
人
の
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
が
あ
る
か
ら
:
:
:
U
と
お
答
え

の
方
は
、
今
す
ぐ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

御
主
人
の
年
金
は
御
主
人
の
も
の
、
奥

様
自
身
の
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将

来
の
老
後
設
計
の
一
端
に
御
夫
婦
の
年

金
を
加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
て
家
で
商
売
等

を
さ
れ
て
い
る
方
、
年
金
は
引
続
き
か

け
て
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
早
速
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
各
種
の
年
金
は

じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
で
通
算
さ
れ
ま
す
。
先

に
か
け
て
い
た
年
金
を
設
さ
な
い
で
生

か
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

マ
国
民
年
金
の
五
年
年
金

の
支
給
、
ガ
近
づ
き
ま
し
だ
/
-

印
年
1
月
か
ら
待
望
の
五
年
年
金
の

裁
定
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
昭
和
必
年
1

月
に
五
年
年
金
の
納
付
が
は
じ
ま
り
、

.

当
初
か
ら
か
け
始
め
た
方
は
的
年
ロ
月

で
五
年
間
の
納
付
が
終
り
ま
す
。
五
年

間
が
経
過
し
六
十
五
歳
に
達
し
て
い
る

方
は
、
年
金
の
請
求
を
し
て
い
た
だ
く

一
こ
と
じ
な
収
ま
す
が
‘

。納
付
を
始
め
た

'月
じ
よ
っ
て
請
求
の
月
も
変
っ
て
き
ま
す
。

，、，、，、，、，、，、，、，、

45 45 45 45 45 45 

めた月ヒ納付Iをま
年 年 年 年 年 年
6 
月5 
4 3 2 1 

月 月 月 月 月

50 50 50 50 50 50 
月市諸す年 年 年 年 年 年

6 
月5 4 
3 2 1 

月 月 月 月 月 る

50 50 50 5年0 50 50 

円月給開支蛤年 年 年 年 年
7 6 5 4 3 2 
月 月 月 月 月 月

@ 繰はなっ上でてげきか支なら給い摘繰の求下です6げる5支歳こ給にと

日
切
年
叩
月
に
始
ま
っ
た
再
開
五
年
年

金
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
必
年
6
月
分

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
け
金
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
印
年

6
月
末
ま
で
に
納
付
を
終
え
請
求
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
皆
き
ん
の
か
け
金
は
き
ち
ん
と
納

ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
一
度
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

-7-

北
電
だ
よ
り

降
雪
期
の
感
電
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

O
電
線
が
切
れ
て
、
た
れ
下
が
っ
て

い
る
と
き
、
さ
わ
ら
ず
に
、
す
ぐ

も
よ
り
の
営
業
所

へ
:
:
:
連
絡
を

雪
お
ろ
し
の
と
き
は

近
く
の
電
線
に
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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トー

消費者物価情報
ガスおよび灯油は、需要期に入りましたが価格は

いづれも横ばいでありました。

11月に入いって生活関連物資の値上がりが案じ

られておりましたが、今回の調査では、砂糖、バ

ター、が大幅に値上がりしたのを始め、食用油、

小麦粉、食酢、昧の素等にも値上がりと一部品不

足が認められました。このうち砂糖とバターにつ

いては、 49年10月28日から行なわれた農林省の

指導価格の改定によるものであります。一方 LP

V下の表中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です

ロ1=1ロ 目 メーカー ロ広コロ 名 容 量 9月平均 10月平均 11月平均 最11低月に一お最け高る

石少 キ唐 日 新 カ 、y フ. 1 kg 234円 247円 291円 285- 300 
食 用 t自 l床 グ〉 素 ヲミ ふ主 ら t由 450 g 160 178 184 178- 190 

" " →ナ フ ダ油 1，650 g 675 821 799 750- 850 
麦 粉 日 来斤 フ フ ワー 1 kg 126 129 135 128- 145 

即席 メ ン 明 星 明 星 18 番 100 g 45 45 44 43- 45 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 236 236 236 230- 240 
ノ〈 タ 雪 印乳業 ヰヒ 海 i草 225 g 219 227 288 285- 295 
ーマー- 7.了ーー :/' " '雪 印ソフト 225 g 171 171 171 168- 175 
グルタミン酸ソーダ I床 σ') 素 I味 σ3 素ー 120 g 174 196 215 205- 230 
食 酢 、、、 、ソ カ ン 、、、 、ソ カ ン 500m.e 106 107 125 105- 165 
L P ヵー ス 10kg 1，467 1，450 1，450 1 ， 300 -1 ， 500 
灯 t由 18.e庖頭 609 607 605 600- 610 

" 200.e配達 6，737 6，833 6，833 6 ， 800 -7 ，000 

市
内
物
産
を
一
堂
に
集
め
た
第
ロ
因

物
産
展
は
、
日
月

9
日
か
ら
日
日
の
3

日
間
に
わ
た
っ
て
、
市
民
会
館
、
図
書

館
を
会
場
と
し
て
、
業
界
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
好
評
の
う
ち
に
終
り
ま
し

た
。
本
年
は
、
家
具
、
漆
器
、
刃
物
、

経
木
、
仏
壇
、
菓
子
、
水
産
加
工
、
か

ま
ぼ
こ
、
林
産
物
、
銘
木
、
す
し
、
内

職
品
、
さ
け
等
の
出
品
即
売
と
、
広
場

で
は
、
錦
鯉
、
首
木
が
即
売
さ
れ
、
ま

た
、
北
陸
電
力
の
ご
協
力
で
電
気
コ
ー

ナ
ー
の
展
示
等
多
採
な
物
産
展
で
、
大

勢
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

漆
器
の
部
で
は
、
従
来
の
漆
器
製
品

に
一
段
と
進
歩
が
み
ら
れ
、
併
せ
て
民

芸
品
的
作
品
の
発
表
も
多
く
今
後
に
か

け
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。
ま
た
、
水

産
加
工
、
か
ま
ぼ
こ
、
菓
子
に
お
い
て

も
新
製
品
が
開
拓
さ
れ
て
、
品
質
の
改

良
等
に
研
究
が
な
さ
れ
、
販
路
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
仏
壇

も
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
を
誇

り
、
今
後
の
売
れ
行
き
が
期
待
さ
れ
、

社
会
情
勢
の
不
況
も
ど
こ
吹
く
風
と
い

っ
た
感
じ
で
あ
っ
て
、
有
意
義
な
物
産

展
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
物
産
展
に
対
す
る
ご
要
望
、

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
.
商
工
水

産
課
へ
申
し
入
れ
く
だ
さ
い
。

O
物
産
展
の
主
な
内
容

出

品

業

者

五

八

庖

賛

助

出

品

八

社

出

品

数

二

一

、

三

七

一

点

売

上

数

八

、

八

五

五

点

ー

一一ー一一一一一一一一一
ーーー

ー一ー一一一一ー一一一一一一一ー
一一一一一一一一一ー一

農
業
祭
農
林
産
物
品
評
会
受
賞
者

日
月
7
日
8
日

(
農
協
会
館
)
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果
実
の
部

優

等

り

ん

ご

壱

等

り

ん

ご

り
ん
ご

H

な

し

下

野

方

武

等

り

ん

ご

加

積

り
ん
ご

H

り
ん
ご

H

か

き

松

倉

参

等

か

き

加

積

か

き

松

倉

り

ん

ご

加

積

り
ん
ご

H

な

し

下

野

方

そ
さ
い
の
部

優

等

白

菜

n
H
H
蜘
当
司

令

M
串
刷
刊

富

居

重

松

長
谷
川
宗
雄

山
田

国

夫

布

本

義

典

相

馬

佳

明

畠
山
恵
美
子

稲

場

庄

作

稗

首

達

雄

川
西

清

吉

河

崎

信

保

富

居

義

和

川

島

清

田

村

正

唯

上
中
島

石
倉
久
之
助

大

根

下

中

島

高

三

進

一

ね
ぎ

H

山

崎

庄

吉

甘

藍

加

積

土

屋

政

雄

蓮

根

上

中

島

川

田

憲

白

菜

上

中

島

松

崎

基

成

長

芋

西

布

施

大

沢

善

作

白

菜

下

野

方

横

石

久

一

里

芋

西

布

施

吉

井

仁

作

と

ま

と

上

中

島

牧

寛

ブ
セ
コ
リ
l

加

積

土

屋

政

雄

穀
類
そ
の
他
の
部

優

等

米

下

中

島

壱
等
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
下
中
島

武

等

米

上

中

島

か
の
こ
ゆ
り
西
布
施

参

等

莱

豆

加
積

壱
等

武
等

参
等

高

木

武

雄

高
木
雅
一

谷

川

正

雄

谷

崎

庄

造

川
西

清

吉

か
の
こ
ゆ
り
西
布
施

林
産
物
の
部

優
等
し
い
た
け
船
松
倉
政
二
善
一

壱

等

ぜ

ん

ま

い

片

員

山

沢

は

な

武

等

ナ

メ

コ

片

貝

大

江

源

治

杉

苗

西

布

施

大

沢

正

雄

参

等

杉

苗

松

倉

辻

豊

正

マ
タ
タ
ビ
酒
天
神
坂
本
石
松

ナ

メ

コ

片

貝

山

田

忠

祐

団

体

賞

優

勝

加

積

地

区

次

勝

上

中

島

地

区

出
品
点
数
は
総
数
二
七
八
点
の
外
に
生

活
改
善
の
部
で
一

O
九
点
あ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
広
い
会
場
と
、
魚
津
物
産
展
と

の
共
催
も
今
後
の
課
題
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

元

野

常

清
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し尿浄化槽の設置と正しい取り扱い方(その2) 

お宅の方式は何万式ですか¥ご存知?

前
月
号
で
は
、
設
置
届
、
維
持
管
理

の
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
掲
載
し
ま
し

た
が
今
月
号
か
ら
実
際
的
な
使
用
に
つ

い
て
役
に
た
つ
こ
と
を
連
載
し
ま
す
。

&
自
で
見
え
る
基
礎
知
識

浄
化
そ
う
の
装
置
や
構
造
が
い
く
ら
高

価
で
も
、
良
く
て
も
、
使
い
方
が
悪
い

と
、
微
生
物
の
働
き
が
悪
く
な

っ
て
汚

物
は
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
ず
、
不
快
な

に
お
い
が
発
生
し
た
り
、
公
共
の
河
川

を
汚
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
尿
浄
化
そ
う
に
は
家
庭
む
き
と
し
て

一
般
に

ω寓
敗
タ
ン
ク
方
式
、

ω長
時

間
ぱ
つ
気
方
式
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

川
信
敗
タ
ン
ク
方
式

別
図
①
の
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い

ま
す
。
腐
敗
そ
う
で
嫌
気
性
菌
に
よ
り

分
解
さ
せ
、
酸
化
槽
で
好
気
性
菌
に
よ

り
酸
化
分
解
し
、
殺
菌
消
毒
そ
う
に
流

れ
ま
す
。

し
尿
は
、
ま
ず
「
腐
敗
そ
う
」
に
入
り
、

一
定
期
間
と
ど
ま
り
嫌
気
性
菌
の
働
き

で
分
解
安
定
化
し
、
卯
%
の
水
と
m
%

の
汚
泥
に
分
け
ら
れ
酸
他
そ
う
に
入
り

ま
す
。
「酸
化
そ
う
」
は
、
浄
化
そ
う
の
蓋
を

取
る
と
見
え
ま
す
が
、
砕
い
た
石
が
積

み
重
ね
て
あ

っ
た
り
、
水
の
平
面
の
流

れ
路
に
石
が
千
鳥
状
に
置
い
で
あ

っ
た

り
し
ま
す
。

こ
の
石
の
表
面
に
好
気
性
菌
や
微
生

物
が
発
育
し
、
白
い
酸
化
膜
が
発
生
し

ま
す
。
汚
水
が
こ
の
白
い
酸
化
膜
が
発

生
し
て
い
る
石
の
聞
を
通
る
と
き
に
白

い
膜
の
好
気
性
菌
の
働
き
で
病
源
菌
の

大
部
分
が
取
り
除
か
れ
き
れ
い
な
水
に

な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
酸
化
膜
を
よ

い
状
態
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
こ

の
た
め
に
絶
え
ず
注
水
栓
を
開
き
酸
化

槽
に
水
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
次
に
、
「
消
毒
そ
う
」
で
殺
菌
効

果
の
あ
る
塩
素
剤
を
投
入
し
ま
し
ょ
う
。

別図①

(1) 腐敗タ ノ夕方式

ωぱ
つ
気
方
式

別
図
②
の
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い

ま
す
。
し
尿
は
細
か
く
砕
か
れ
空
気
を

沢
山
送
り
な
が
ら
か
き
ま
わ
さ
れ
ま
す
。

こ
の

「ば
つ
気
室
」

か
ら
「沈
澱
室
」

へ
送

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
き
れ
い
に
な
っ
た
水

が
「
消
毒
室
」
に
入
り
消
毒
さ
れ
て
流
さ

れ
ま
す
。

「
ば
っ
き
室
」

で
は
、

い
つ
も
撹
件
と

二
」
み
は
収
集
す
る
人
の
身
に
な
っ
て
d

収
集
日
と
種
類

L
不
燃
物
は
、
毎
月
金
物
類

一
回
、
陶

器
類

一
回
を
収
集
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
収
集
日
と

種
類
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

ちO?原・き・か多-
ま・を・は ・き 量 ・
せ ・切 ・、 まの・
ん・つ・モ・わ酸・
。て・|・ し 素 ・

穫日 は・タ・まカ'". 
.¥Il V¥ _1まっ気のため、空気をlまっ気室に送る 、・|・す必・
__ U'= -¥1---方法は、いろいろ考察されている。 浄 ・ 、 。要 -

H 化・動・は‘・て" 0

そ・力 ・つ ・汚
う・類 ・気 ・水
は ・等 ・方 ・を
19: 0 は O ~に ・ j敢
に ・ 、の・し

立 ・電 ・と・〈

別図②

Z
可
燃
物
は
週

2
回
収
集
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
類
や
ス
プ

レ
ー
の
空
カ
ン
や
燃
え
な
い
も
の
は

絶
対
い
れ
な
い
こ
と
。

a不
燃
物
と
可
燃
物
の
収
集
日
が
同

一

の
場
合
は
別
々
に
区
分
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

い
づ
れ
の
ご
み
も
収
集
日
を
間
違
わ

な
い
よ
う
に
。
野
積
は
公
衆
や
付
近
の

人
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

不
燃
物
の
埋
立

L
不
燃
物
の
埋
立
地
は
下
椿
地
内
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
埋
立
地
に
は
可
燃
物

を
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Z
大
光
寺
地
内
の
不
燃
物
埋
立
地
は
、

埋
立
を
終
了
し
た
の
で
持
ち
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

い
づ
れ
の
場
所
で
も
ご
み
の
不
法
投

棄
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ご
み
の
良
い
出
し
方

O

ご
み
は
水
分
を
よ
く
切

っ
て

O
ご
み
の
か
さ
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く

O

ス
プ
レ

ー
類
は
穴
を
あ
け
、
ガ
ラ
ス

類
は
包
ん
で

o
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
で
き
る
だ
け
少

な
く

-9-
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読
書
の
す
す
め

ω

若
い
人
た
ち
へ
のア
ド
バ
イ
ス

現
代
は
「
情
報
化
時
代
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
朝
起
き
て
か
ら
、
夜
寝
る

ま
で
、
情
報
の
洪
水
の
な
か
に
、
身
を

浸
し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
の
い
ま
の

生
活
で
す
。

そ
ん
な
、
た
く
さ
ん
の
情
報
の
な
か

か
ら
、
自
分
に
役
立
つ
も
の
、
仕
事
に

必
要
な
事
が
ら
を
、
選
び
だ
す
作
業
、

こ
れ
は
、
私
た
ち
現
代
人
に
課
せ
ら
れ

た
宿
命
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
過
剰
な
情
報
を
選
り

別
け
る
力
を
培
う
も
の
は
「
読
書
」
を

お
い
て
他
に
は
な
い
と
い
っ
て
も
、・
決

し
て
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
新

聞
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
ス

・
メ
デ
ィ

ア
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
私
た
ち
に
役
立

つ
け
れ
ど
も
、
本
・を
読
み
、
読
ん
で
考

え
、
そ
れ
を
自
己
の
も
の
に
し
て
行
動

す
る
こ
と
こ
そ
、
複
雑
な
現
代
の
生
活

を
さ
さ
え
る
、
た

っ
た

一
つ
の
姿
勢
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
な
に
か
一
冊
、
自
分
に
ふ

さ
わ
し
い
本
を
え
ら
ん
で
、
ま
ず
読
ん

で
み
る
こ
と
で
す
。

一
冊
か
ら
二
冊
、

二
冊
か
ら
三
冊
と
。
そ
を
す
る
と
小
さ

な
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
で
よ
か

っ
た

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
好
き
な
本
を
、
自
分
の
や
り

方
で
、
読
み
進
め
て
い
く
喜
び
は
、
ほ

か
に
代
わ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
愉
し
い

も
の
で
す
。

一
歩
一
歩
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
、
自
分
に
適
し
た
本
、
ピ

ッ
タ
リ

と
イ
キ
の
合
う
本
を
探
し
求
め
て
く
だ

さ
い
。

本
を
え
ら
ぶ
に
は

本
を
読
も
う
か
な
、
と
思
っ
た
と
き

ま
ず
っ
き
当
る
疑
問
は
、
何
か
ら
始
め

た
ら
い
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

分
に

ふ
さ
わ
し
い
本
を
え
ら
ぶ
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

こ
れ
に
は
幾
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

先
輩
や
友
人
の
助
言
で

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
、
読

書
好
き
で
、
本
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て

い
た
ら
し
め
た
も
の
で
す
。
遠
慮
な
く

質
問
す
る
こ
と
で
す
。
き
っ
と
い
い
助

言
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
、
ョ
。

図
書
館
や
目
録
で
研
究
し
て

図
書
館
に
は
、
本
や
雑
誌
が
た
く
さ

ん
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
じ

み
の
深
い
出
版
社
に
、
出
版
目
録
を
請

求
す
る
の
も
、
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

ち
か
ご
ろ
は
、

書
庖
で
も
あ
る
程
度

の
目
録
は
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

書
唐
で
手
に
と
っ
て
確
か
め
て

こ
れ
が
い
ち
ば
ん
確
か
な
や
り
方
で

し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
小
説
を
読
ん
で

み
よ
う
と
思

っ
た
と
し
ま
す
。

書
屈
に
は
、
評
判
の
い
い
新
刊
の
小

説
を
は
じ
め
、
文
学
全
集
な
ど
が
、
ギ

ッ
シ
リ
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
本
を
、
あ
れ
こ
れ
と
手

に
と

っ
て
、
好
き
な
本
を
買

っ
て
く
る

愉
し
み
が
、
き

っ
と
本
好
き
に
な
る
で

1
レ
ょ
、
っ
。

本
を
選
ぶ
に
は
、
他
に
も
、
先
人
の

読
書
遍
歴
、
新
聞
雑
誌
の
新
刊
紹
介
な

ど
を
参
考
に
す
る
と
い

っ
た
よ
う
な
、

ま
だ
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、

読
書
の
コ
ツ
は
と
に
か

く
読
み
は
じ
め
て
み
る
こ
と
で
す
。
慎

重
に
え
ら
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

本

の
中
味
は
読
ん
で
は
じ
め
て
判
る
も
の

で
す
。

い
く
度
か
失
敗
も
く
り
か
え
し

て
、
本
の
え
ら
び
方
も
上
手
に
な
る
も

の
で
す
。

と
に
か
く
本
を
手
に
と

っ
て、

読
み

は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら
「
読

書
」

は
、
は
じ
ま
る
の
で
す
0

1
図
書
館
は
こ
ん
な
こ
と
を
|
|
|
」

「
I
l
l
l
i
-
-
-ー
し
て
い
ま
す

|
L

疑
問
の
解
決
に
答
え
て
い
ま
す

わ
た
し
た
ち
が
暮
し
の
な
か
で
、

な

に
か
疑
問
に

ぶ
つ
か

っ
た
と
き
、

図
書

館
は
そ
れ
を
解
決
す
る
手
が
か
り
を
、

で
き
る
だ
け
調
べ
て
ご
返
事

い
た
し
ま

す
。図

書
館
の
本
は
無
料
で

か
り
ら
れ
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

魚
津
市
立
図
書
館
宮

n
1
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

富
山
県
農
村
文
化
賞
受
賞

西
布
施
か
の
こ
ゆ
り

年
間
約
八
十
八
万
球
を
出
荷

富
山
県
、
富
山
新
聞
社
共
催
の
第
お

回
富
山
県
農
村
文
化
貨
の
表
彰
が
日
月

日
日
富
山
県
庁
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、

当
市
よ
り
次
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た受
賞
者
西
布
施
か
の
こ
ゆ
り
根
生
産
組
合

市
美
術
展
受
賞
者

マ
市
展
大
賞

絵

画

題
「
街
」

金
森

喜
保

書

題
「漂
泊
者
の
歌
」
沢
井
ま
り
子

写
真

題
「修
業
時
代
」

鍛
治

信

之

彫
刻
工
芸

題
「
わ
た
し
」
寺
崎

治
人

マ
市
展
賞

絵
画

題
「
若

い
女
」

尾

谷

絹
子

書

題
「
思
」

木
戸

叫
雲

書

題
「
秋
の
唄
」

竹
森

義
子

写
真

題
「
雪
中
」

高

岸

重

喜

彫
刻
工
芸

題
「
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
」

富
樫
ヒ
ロ

子

彫
刻
工
芸

題
「
冬
至
の
夕
べ
」平
崎

マ
奨
励
賞

稲
沢
宏
明
外
お
名

与

-
R

占M
岳開
会
脅
合
食
品H
-
R

合
脅
合
脅
合
脅
合
占R
A
H

合

i

E

E

t

f

i

l

l

-

-

…ゐJ
E
E
ι

命
感
を
ノ

L
4

・
"
'
s
'
'

i
・
ase
J〈
uv

圃

-
d
a
-
E・
E・
-
岳
訓
巴
岨

-a'v

同

一ρ
針。
、K
X4
J
~

脅

/
f
，
J
K

¥

ノ
dh

k

¥

合
け
乳
児
検
診
(
3
ヵ
月
児
)
変
更

け
の
お
知
ら
せ

*

乳
児
検
診
(
3
ヵ
月
児
)が
ロ
月
よ
り

会合

左
記
め
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

い
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
マ
毎
月
第
2
金
曜
日
午
前
8
時
初
分

U

i

m
時
ま
で
が
毎
月
第
2
木
曜
日
午

会

後
1
時
1

2
時
却
分
と
変
更
に
な
り

*
 
台

ま
し
た
。

げ

マ
場
所
内
容
は
従
来
の
と
お
り
。

け《
昭
和
刊
年
度
百
日
咳
、
ジ
フ

け

テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
三
種
混
合

け

予
防
注
射
(
第
1
回
)
》

げ

マ

三
種
混
合
予
防
注
射
を
次
の
日
程

げ

で

実
施
し
ま
す
。

-R

マ
該
当
者

1
(第
1
期
)昭
和
必
年
7

れ

月

1
日
i
昭
和
的
年
6
月
初
日
ま
で

い
の
出
生
者

日
マ
該
当
者

1
(第
2
期
)昭
和
U
年
7

U

月
1
日
1
昭
和
必
年
6
月
初
日
ま
で

合

の
出
生
者

け
マ
ロ
月
叩
日

l
本
江
、
住
吉
、
上
中
島
、

け

片

貝
各
校
下

げ
マ
ロ
月
日
日
u
H
村
木
、
道
下
、
各
校
下

げ

マ
ロ
月
口
日
H
H
大
町
、
松
倉
、吉
島
各

脅

校
下

山

マ
ロ
月
四
日
H
H
経
団
、
上
野
方
、
西
布

川

施

各

校
下

日

マ
ロ
月
四
日

1
総
ざ
ら
い

- 10-
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年
末
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し
さ
と
と

も
に
火
気
の
取
扱
も
お
ろ
そ
か
に
な
り

が
ち
で
す
。
消
防
本
部
で
は
、
ロ
月
幻

日
か
ら
、
ロ
月
白
日
ま
で
年
末
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
も

う
一
一度
・火
気
の
総
一尿
検
を
し
ま
じ
よ
う
。

①
ス
小

l
プ
は
安
全
な
場
所
で
正
し
く

使
っ
て
い
る
か
ど
う
か

②
火
気
使
用
設
備
器
具
の
周
囲
は
安
全

に
整
理
整
と
ん
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

カ
③
外
出
す
る
と
き
、
ま
た
は
就
寝
す
る

と
き
火
の
元
の
安
全
を
確
か
め
て
い

る
か
ど
う
か

魚族紹介

発光魚(8)

④ 
に病
気 人
を，

つ老
け人
まの
・し 家
ぷ庭
つで
は
特

火
災

年
末
・
年
始
の
交
通

安
全
県
民
運
動

年
末
年
始
に
お
け
、る
輸
送
の
増
加
に

伴
い
交
通
が
混
雑
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、
又
年
末
の

気
ぜ
わ
し
さ
や
正
月
の
解
放
感
か
ら
交

通
事
故
、
特
に
死
亡
λ

事
故
が
激
増
す
る

た
め
次
の
要
領
で
北
陸
三
県
統
一
に
よ

る
交
通
安
全
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。市

民
の
皆
様
も
こ
の
運
動
の
趣
旨
を

充
分
理
解
し
、
お
互
い
に
飲
酒
運
転
を

自
戒
し
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
の
重
点
〕

L
飲
酒
運
転
の
絶
滅

2
暴
走
、
過
労
逆
転
の
追
放

3
冬
期
間
の
歩
行
者
(
特
に
こ
ど
も

と
老
人
)
と
自
転
車
利
用
者
の
事
故

坊

止

的

年

ロ

月

日
日
か
ら

〔
期
間
〕
ト
い
:
十

3

K
年
1
月
日
日
ま
で

市
民
一父
通
傷
害
保

険
金
¥
支
払
額

五
割
引
上
げ

H

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
お
け
る
医
療

お
よ
び
死
亡
保
険
金
の
支
払
額
が
次
の

と
お
り
改
訂
に
な
り
ま
し
た
。

L
今
か
ら
で
も
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

な
お
改
訂
保
険
金
は
昭
和

ω年
日
月
1

日
以
降
事
故
発
生
の
分
か
ら
適
用
し
ま

す。2
掛
金
は
従
来
ど
お
り
一
人
月
額
却
円

で
す
。

3
医
療
保
険
金
支
払
新
旧
対
照
表

傷

害

時

新

旧

死

亡

別

万

円

印

万

円

後

遺

傷

害

回

万

円

却

万

円

治
療
期
間

6
〕

3

ヤ

ロ
万
円

ヶ
.月

以

上

)

治
療
期
間
5
ヶ
月
〕
}
9
万
円

以
上

6
ゲ
月
未
満
一

9
万
円

日
万
円

治
療
期
間
4
ヶ
月
デ
ナ

7
万
円

以
上
5
ヶ
月
未
満
」

治
療
期
間
3
ヶ
月

)γ
5
万
円

以

上

4
ヶ
月
未
満
」

6
万
円

り
万
円

善
意
の
ま
ど

ご

寄

付

(
敬
称
略
)

マ
四
万
円

1
友
道
宮
島
利
明
マ
五
万
円

1
本
新
安
藤

一
枝
マ
二
万
円

1
天
神
野

新
関
口
忠
五
郎
マ
一
万
円

l
上
村
木
関

口
紀
夫
マ
一
万
五
千
二
百
五
十
二
円
H
H

末
広
町
浦
田
晃
マ
五
万
円

l
真
成
寺
町

1
小
幡
良
作
マ
三
万
円

l
新
金
屋
一
丁

目
宮
島
清
マ
三
万
円

1
中
央
通
り
一
丁

目
高
松
茂
男
マ
二
万
円

1
新
角
川
二
丁

目
長
谷
川
善
海
マ
五
千
円

1
経
団
東
町

朝
野
利
男
マ
二
万
円

l
吉
島
六
区
本
庄

長
一
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
)
マ
一

万
円

l
魚
津
ロ

l
タ
リ
ク
ラ
ブ
会
長
紙

谷
義
一
一
〉
一
万
円

1
魚
津
西

ロ
l
タ
リ

ク
ラ
ブ
会
長
鎌
田
英
稔
マ
五
千
円

l
魚

津
青
年
会
議
所
理
事
長
米
屋
正
治
(
以

上
市
母
子
福
祉
会
へ
)
マ
五
千
六
百
六

十
七
円

l
(高
志
学
園

へ
)
五
千
五
百

七
十
円

1
(ル
ン
ピ
ニ
園
へ

)
五
千
七

百
円

l
(
黒
部
学
園
へ
)
新
川
女
子
高

校
生
徒
会
一
同
マ
二
千
円

l
上
村
木
中

村
昭
雄

(
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
へ
)
マ
一

万
三
千
十
円

l
浄
土
宗
新
川
組
寺
院
代

表
村
井
敏
雄
マ
四
千
円

l
新
角
川
二
丁

目
友
田
道
治
マ
二
千
円

1
本
江
二
区
大

西
富
士
男
マ
五
千
九
百
四
十
円

l
鴨
川

町
青
木
節
三
マ
衣
類
二
十
点

1
大
光
寺

長
谷
川
文
枝

魚
津
善
意
銀
行

合

マ
会
場

l
各
日
と
も
魚
津
市
民
会
館

什

・
時
間
は
各
自
と
も
午
後

1
時

1
2

け
時
ま
で

け

マ
今
年
3
月
ま
で
に

3
回
接
種
を
受

*

け
た
人
は
昭
和
印
年
の

1
月
又
は

2

A
H
 
*

月
に

1
回
追
加
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

い

な

お

1
月
2
月
の
日
程
は
後
程
広
報

付
に
け
い
載
し
ま
す
。

れ
マ
都
合
が
悪
く
各
校
下
指
定
日
に
接

れ
種
が
出
来
な
か
っ
た
人
は
「
総
ざ
ら

合
い
」
の
日
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

け
マ
接
種
当
日
会
場
へ
お
出
か
け
の
前

げ
に
必
ず
お
子
さ
ん
の
体
温
を
計
っ
て

け
来
て
く
だ
さ
い
。
も
し
熱
が
高
い
よ

合

う
で
し
た
ら
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

合合

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
母
子
予
帳

れ
は
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
胃
ガ
ン
検
診

け
受
診
希
望
者
は
ロ
月

6
日
ま
で
生
活

*

環
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

占
H

-R
マ
ロ
月
日
日
(
水

)
1魚
津
保
健
所

村

マ

受

付

時

間

午

前

9
時

1

m
時

日

マ

料

金

二

O
O
円

れ

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
当
日
、
朝
食
、
お

合
茶
、
煙
草
な
ど
一
切
召
上
ら
な
い
で

*
 
合
お
い
で
く
だ
さ
い
。

け
魚
津
保
健
所
か
ら
療
育

け
相
談
日
開
設
の
お
知
ら
せ

け
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
(
大
腿
四

*

頭
筋
拘
縮
症
な
ど
)
の
た
め
に
療
育

合

-R
相
談
日
を
次
の
よ
う
に
設
け
ま
し
た
。

れ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

れ

マ

と

き

毎

月

第

4
木
曜
日
午
後
l

M

時

1

3
時
、
た
だ
し
、
ロ
月
に
限
り
ロ

合
月
初
日
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灯
油
の
貯
蔵
に
ご
注
意

い
よ
い
よ
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

が
、
事
業
所
、
各
家
庭
で
は
暖
房
用
と

し
て
灯
油
な
ど
を
貯
蔵
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

灯
油
の
貯
蔵
や
取
扱
に
つ
い
て
は
、

火
災
予
防
と
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の

被
害
を
軽
く
す
る
た
め
に
消
防
法
で
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
制
を
受
け
る
の
は
、
灯
油
で

は
、
一

O
O
リ
ッ
ト
ル
以
上
五

O
O
リ

ッ
ト
ル
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

貯
蔵
又
は
、
取
扱
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
事
前
に
消
防
署
へ
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
住
居
で
貯
蔵
さ
れ
る
場
合
は
届

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
技
術

上
の
基
準
に
違
反
し
て
い
る
場
合
二
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
署
電
話

M
1
0
2
9
5
番
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
年
末
年
始
の
ご
み

収
集
と
く
み
取
り
案
内
。

。
し
原
の
く
み
取
り

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理
場
)
は
、

ロ
月
白
日
か
ら
1
月
7
日
ま
で
休
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
魚
津
環
境
衛
生
の
く

み
取
り
も
、
こ
の
期
間
休
み
と
な
り
ま

す
。
年
末
は
、
し
原
く
み
取
り
希
望
が
多

く
混
雑
し
ま
す
の
で
、
く
み
取
り
申
し

込
み
は
、
遅
く
と
も
ロ
月
日
日
(
月
)
ま

で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
ご
み
の
収
集

マ
年
末
の
ご
み
収
集
は
、
ロ
月
初
日
(
日
)

ま
で
収
集
し
ま
す
。
ロ
月
お
日
(
土
)
は
、

土
曜
日
の
区
域
と
月
曜
日
の
区
域
を
収

集
し
ま
す
。
加
日
(
日
)
は
火
曜
日
の
区

域
を
収
集
し
ま
す
か
ら
必
ず
こ
の
日
に

朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
1

月
4
日
(
土
)
よ
り
平
常
通
り
行
な
い
ま

す
。
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
焼
却
場
)
へ

の
持
込
み
は

m日
(
日
)
午
後
4
時
半
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

マ
定
め
ら
れ
た
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
冬
期
間
は
特
に
ご

み
を
前
日
に
出
さ
れ
る
と
、
雨
や
雪
で

ね
れ
、
燃
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
除

雪
作
業
等
に
も
支
障
を
き
た
す
F

」
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご

み
は
必
ず
容
器
や
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
美
し
い

rw' 

工業統計調査を実施

環
境
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

陸
、
海
、
空
自
衛
官
の
採
用

L
資
格

Z
待
遇

。
特
別
職
国
家
公
務
員

(
身
分
保
障
)

O
各
種
専
門
技
術
の
修
得
可
能

O
夜
間
大
学

(高
校
)
通
信
教
育
受
講

可
能

O
衣
、、
食
、
住
無
料
支
給

初
任
給
五
八
、

二
O
O
円

(ω年
ロ

月
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
予
定
)
年
三
回
の

ボ
ー
ナ
ス
、
各
種
手
当
支
給
)

a受
付
相
談

O
魚
津
市
役
所
市
民
課
市
民
係

電
話
内
線
2
3
3
番

O
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津
募
集

事
務
所
電
話
M
1
1
0
3
6
番

満
児
歳

1
お
歳
未
満
の
男
子

12月31日調査期日

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
製
造
咽

業
の
分
布
状
況
や
製
造
業
活
動
の
実
阿

態
を
明
ら
か
じ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

-V

明
治
必
年
以
来
毎
年
継
続
し
て
行
な
A

わ
れ
、
昭
和
辺
年
か
ら
は
指
定
統
計
-

調
査
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
わ
が

国
の
統
計
の
う
ち
で
は
そ
の
歴
史
の

最
も
古
い
も
の
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
ロ
月
白
日
現
在
で
調

査
す
る
た
め
年
末
、
年
始
の
多
忙
な

時
期
に
記
入
を
お
願
い
す
る
結
果
に

な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
と
思

い
ま
す
が
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
折

は
、
何
分
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
四
九
号

育会

-R 
A
H
 -R 

A
H
 -R 

台育会合合

-R 
A
H
 -R 

合*
 

会合合*
 

占
H*
 

合岳照会*
 

合食品H

-R 
A
H
 

占
商

品
M

l
電
話
の
か
け
損
じ
防
止
!

日

年
賀
状
の
発
送
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

日

電
話
局
で
は
、
皆
さ
ん
の
電
話

の

掛

川

け
損
じ
に
絶
え
ず
注
意
し
て
い
ま
す
が
、

会脅

ひ
と
月
に
な
ん
と
却
万
回
も
ム
ダ
に
な
合

っ
て
お
り
、
時
間
に
し
て

一
、
五

0
0

け

時
聞
の
損
失
に
な
り
ま
す
。

け

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
相
手
の
番
付

号
を
よ
く
確
か
め
て
お
掛
け
い
た
だ
く

*

以
外
に
、
決
め
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日

年
賀
状
は
、
お
屈
の

P
R
と
、
相
手

付

に
も
電
話
番
号
を
知

っ
て

も

ら

う

よ

い

可

i
i
tザ
m

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
忘
れ
な
く
電
話

番

同

相

川

口
E

-

号
を
記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

川

抑
7

魚
津
電

報

電

話

局

お

‘「，の勢市

年
賀
状
の
差
出
し
は

早
め
に

郵
便
局
よ
り
お
願
い
グ

O
年
末
は
郵
便
物
も
混
雑
し
ま
す
。

「
年
賀
状
は
、
ロ
月
初
日
ま
で

(遅
く

と
も
詑
日
ま
で
)
に
は
お
出
し
く
だ

さ
い

」

O
住
所
ば
正
し
く
、
町
名
番
地
、

肩
書

き
も
忘
れ
ず
に
、
ま
た
、
新
住
居
表

示
地
域
へ
の

(
か
ら
の

)
年
賀
状
に

は
、
新
町
名
と
番
地
を
正
し
く
お
書

き
く
だ
さ
い
。

O
年
末
の
小
包
は
、
ロ
月
日
目
、
遅
く

と
も
日
日
ま
で
に
は
お
出
し
く
だ
さ
い
。

魚
津
郵
便
局

グ
年
賀
状
に
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
グ

編
集
発
行
人

ì~! 

市

色

f 
~î;IJ 

魚
津
印
刷
株
式
会
社

マ
と
こ
ろ
魚
津
保
健
所

マ
相
談
医
師

富
山
労
災
病
院
田
島

先
生
(
整
形
外
科
)

成
人
病
相
談

マ
ロ
月
日
日
(水
)
ロ
月
お
日
(
水
)
各

日
午
後
1
時
1
3
時

1
市
庁
舎
保
健
室

(
一
階
正
面
向
右
端
)
マ
検
診
ヤ
H
無
料

マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健
康
相
談

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
希
望
者

は
一
週
間
前
に
生
活
環
境
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

休
日
診
療
医

マ
ロ
月
1
日
(
日

)
1晒
屋
医
院
友
道

宮
⑫
|
0
4
9
9

マ
ロ
月
8
日
(
日

)l
寺
崎
医
院
上
口

2
丁
目
宮
②
|
3
6
1
9

マ
ロ
月
日
日
(日

)
l魚
津
緑
ケ
丘
病

院
大
光
寺
宮
②
|
1
5
6
7

マ
ロ
月
詑
日
(日

)
l羽
田
内
科
医
院

新
金
屋
1
丁
目
包
②
1
0
6
4
2

マ
ロ
月
泊
日
(
日

)1
早
川
産
婦
人
科

病
院
緑
町
宮
②
|
4
5
7
8

マ
ロ
月
白
日
(火

)1
青
木
医
院
鴨
川

町
宮
②
1
0
3
6
2

マ
1
月
1
日
(
水

)
l扇
谷
医
院
友
道

宮
@
|
1
3
5
5

マ
1
月
2
日
(木

)1
河
内
内
科
病
院

下
村
木
町
宮
②
l

3

2
1

0

マ
1
月
3
日
(金

)l
魚
津
神
経
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
江
口

包
@
!
3
4
8
6
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戸

人

人

人

人

人

人

人
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8
3
1
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2
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n
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p
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n
a
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U

1
1
2
i
'
i

qJ

唱

i

ロ

お

お

必

人

人

人

人

'ヤ

d
R
4
q
nu

qJ
η
L

1
4
9
d
3
A
A守

司

zt

)

)

人

人

人

人

男

女

計

男

泊

ロ

位

日

航

線

数
日

州

出持

管

市

海

世
人

F
2
4
5
;
1
'
3
2
2
1
3
3
1
2
1
2
 

生
亡
入
出

出
死

転
転


